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キ ャ リアにおける主体 的な仕 事 の取 り組 み
一 キ ャ リア ・パ ースペ クテ ィブと職業 的アイデ ンテ ィテ ィに焦点 をあてて一

桐 井 久 美 子

概要 厳 しい経済環境の中,長 期にわた り就職 も厳 しい状況が続 き,大 手企業 に所属す る社

員 も含めて将来への不透明感が高ま ってい る。 これ らに対 し社員 は成人前期か ら自らキ ャリ

アをマネ ジメン トしてい く必要があ る。キ ャ リアをマネ ジメン トしてい くための一つの ヒン

トはキ ャリアの見通 し(キ ャリア ・パー スペ クテ ィブ)を 持つ ことであ る。キ ャ リア ・パー

スペ クテ ィブを持つ にあた り,最 も影響す るのは職業的 アイデ ンテ ィテ ィで ある。職業的ア

イデ ンテ ィテ ィは日々の仕事の取 り組みを通 して発達す る。そのため成人前期 に,周 囲 とか

かわ りなが ら,主 体的に仕事に取 り組む ことが必要であ る。

キ ー ワー ド キ ャ リア ・パ ー ス ペ クテ ィ ブ,仕 事 の 取 り組 み,職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ
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Abstract In the current severe economic environment, new graduates are facing 

tough times over a long period, and even company employees who works for major 

corporations are frustrated by the uncertainty about their futures. In such a 

circumstance, it is essential for the employees to manage their own career from early 

adulthood. One tip for managing their own career is to have a career perspectives. A 

serious impact of having own career perspective is a vocational identity, which can be 

developed through the efforts of their daily work. Therefore, it is important for early 

adults to interact with people around them in their work place and proactively engaged 

themselves with their own work.
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1.は じ め に

世界経済や自然災害など,多 くの出来事が日本経済に大きな影響を与え続けている。 日

本国内はもとより,遠 い海外での出来事ですら,直 接日本経済にインパク トを与え,し か

も情報が即座 にインターネ ットなどを通 して届けられる今,誰 もが情報のスピー ドとグロ

ーバル化を感 じざるを得ない。そ して周知のとお り,右 肩あが りに成長 してきた日本経済

は特 にリーマンショック後,リ ス トラやM&A,経 営破綻,そ してグローバル化によって

長期 にわたり厳 しい状況が続いている。 これらの背景から右肩上が りに成長 してきた頃と

は異なり,管 理職のポス ト不足や人員削減,賃 金カットなど,雇 用や職業生活に対 して閉

塞感が高まって久 しい。 しか しこのように働 く環境が厳 しいにもかかわらず,個 人が組織

で働 く期間は長 くなってきた。厚生労働省が発表 した 「平成23年 簡易生命表」では日本人

の平均寿命は男性については79.5歳である。平成22年 度より0.11歳下が ったものの,仮 に

65歳 で組織を離れても約15年 も余命があ り,働 ける期間がまだ長 く待っている。高齢化社

会に向けた年金制度の問題も残っているなかで,雇 用年齢の延長の動きはあるものの,ま

すます長 くなってい く人生を個人がどう生きていくのか,無 関心ではいられな くなってき

ている。

このような状況下で,社 会に入る若い世代の意識も大きく変化 してきている。産業能率

大学の 「新入社員の会社生活調査」 によると,2000年 前後の世代では,新 卒の意識は専門

職を望み終身雇用を望まない個人主義的志向であった。しかし2011年度の調査においては,

終身雇用や管理職志向を望む回答が過去最高の結果となった(図1,2)。
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産 業能率大学(2011)「2011年 度 新入社員の会社生活調査」

彼 らは会社の中で管理職 としての成功という,会 社に依存する将来展望を描いているので

ある。

一方 ,厚 生労働省の平成23年 の入職率の調査から,企 業で働 く若手社員の状況をみると,

大卒の3年以内の離職率は低下の傾向があるものの依然 として30%を 下 らない。厳 しい就

職活動を乗 り越えても離職 して しまう傾向が続いている。また離職せず企業に所属 してい

る社員 についても安定 した状況にあるとはいえず,メ ンタルヘルスの不調を訴える20～30

代の若い層が増えている(労 務行政研究所,2010)。 若手社員の将来に対するキャリアの

イメージもこれらを反映するように,決 して明るいものではない。 リクルー ト ワークス

研究所の2010年 度の 「ワーキングパーソン調査」によると,25歳 ～35歳 の社員の7割 が1

年後のキャリアのイメージの有無について 「ある程度イメージできる」と答えていた。 し

かし3年 後の回答の割合は5割 に,5年 後となると3割 にも満たず,明 確にキャリアのイ

メージができると回答した数値は,年 齢が下がるほど低い傾向を示 している。これ らの調

査から,離 職せずに組織 に所属した若手社員が,将 来について不透明感を持っていること

が読み取れる。

多 くの教育機関は若年層からキャリアについて考えることが必要だと認識 しキャリア教

育を導入 してきた。終身雇用では社会の入 り口である就職が長いキャリアに大きな影響を

及ぼすため,学 生は職業選択について早い段階で考え,準 備す ることが必要だからであ

る。 しかしここで確認 しなければな らないのは,就 職活動の時期に個人のキャリアの方向

付けが全て決まるわけではないことである。む しろ変化のスピー ドが激 しい環境の今,社

会 に入 ってからその環境 に合わせて,個 人がどう職業生活を送るかが重要となってきてい
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る。 む し ろ社 会 に入 った 後,社 会 人 と して 成 長 す る時 期 の 方 が 将 来 にか か わ って くる と考

え られ る。

この よ うな変 化 の激 しい 時 代 に,若 手 社 員 に求 め られ る こ と は,組 織 に左 右 され ず 「自

らを マ ネ ジ メ ン トす る」 こ とで あ ろ う。 ドラ ッカー(1999)は 「これ か ら は ます ます 多 く

の人 た ち,特 に知 識 労 働者 の ほ とん どが,自 らを マ ネ ジ メ ン トしな けれ ばな らな くな る」

と述 べ,企 業 に所 属 す る社 員 が,自 らキ ャ リアを 考 え マ ネ ジ メ ン トして い くこ との 重 要 さ

を述 べ て い る。 で は そ の た め に は ど う した ら よ いの か 。 新 た に入 って くる世 代 を 含 め,若

手 社員 が,今 後 の長 い職 業 生 活 の な か で どの よ う にキ ャ リアを マ ネ ジ メ ン トして い け ば よ

い の か を考 察 した い。

2.キ ャ リアの見通 しと職業的 アイデ ンテ ィテ ィにつ いて

キ ャ リア を マ ネ ジ メ ン トして い くうえ で,は じめ に若 手 社 員 の 世 代 とキ ャ リアそ の も の

を概 観 し,キ ャ リア を マ ネ ジ メ ン トす るた め に必 要 な キ ャ リアの 見 通 し,お よ び キ ャ リア

に深 く関係 す る職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ につ いて 整 理 す る。

(1)若 手社員といわれる世代

若手社員 といわれる世代は,レ ビンソンの成人前期 という時期であろう。 レビンソン

(1978)は,17歳 ない し18歳に始まり45歳 に終わる時期を成人前期と述べている。 この成人

前期について,レ ビンソンはキャリアの発達段階において二番 目の発達期と述べ,「30歳

の過渡期」 という大きな心理社会的な変化に直面する時期を迎え,こ の時期の終わ りに近

づ くと将来へと目が向けられ,生 活の新 しい方向を見つけて新 しい選択を行なったり,あ

るいはすでに行なった選択へのかかわりを強めるとしている。企業に所属するホワイ トカ

ラーを前提にすると,就 職 して仕事を理解 し始めた25歳 くらいから35歳 くらいまでが該当

する。 この時期が将来 にむけて重要な時期であり,本 論では若手と言われる25～35歳 を成

人前期 と定義する。

(2)キ ャ リア の定 義

キ ャ リア は 色 々な 定 義 が あ る。 しか し最 近 で はや っ と 「キ ャ リア組 」,「キ ャ リア ウ ー マ

ン」,「キ ャ リア ッ プ」 とい う個 人 が 職 業 上 た ど って い く経 歴 と い う捉 え 方 か ら働 くこ と を

通 して生 きて い くこ と,と い う理 解 が 進 ん で きた(渡 辺,2007)。 金 井(2002)は,キ ャ
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リア とは 「成 人 にな って フル タイ ムで 働 き始 め て 以 降,生 活 な い し人 生 全 体 を 基 盤 に して

繰 り広 げ られ る長 期 的 な 仕事 生 活 にお け る具 体 的 な 職 務 ・職 種 ・職 能 で の 諸 経 験 の 連 続 と

節 目で の 選 択 が生 み 出 して 行 く回 顧 的 な 意 味 づ け と将 来 構 想 ・展 望 の パ ター ン」 と して い

る。 この金 井 の キ ャ リア の 定 義 を 用 い る と,ド ラ ッカー が 述 べ た 自分 で キ ャ リア を マネ ジ

メ ン トして い く こ とは,「 自分 の 職 業 上 の経 験 か ら将 来 構 想 や 展 望 を 自 ら作 り,そ れ に 向

か って キ ャ リア を マ ネ ジ メ ン トして い くこ と」 と言 え るで あ ろ う。

(3)キ ャリアに重要な時間的展望と夢

ここでキ ャリアの定義にある展望について着 目したい。展望を考えるにあたっては,

「ある一定の時点における個人の心理学的過去および未来についての見解の総体」(Lewin

1951;1979)と いう時間的展望が参考となる。時間的展望は広義には,個 人の現在の事態

や行動を過去や未来の事態と関係づけた り,意 味づけた りする意識的な働きで,特 に人生

にかかわるような長期的な時間的ひろが りのある場合のことを指す(白 井,1999)。 白井

は,時 間的展望には行動を動機づけたり,個 々の行動を一つのまとまりのあるものに意味

づけて統合する働きを持つと述べている。また展望とは夢とも類似 している。夢を持つ重

要性 について,金 井(2002)は 「夢として描かない限 り何も実現 しない」と,ベ ンチャー

起業者の増田宗昭氏の言葉を引用 し,「実現 させるつ もりの夢は自己成就的予言 となる。

元の夢のとおりにまるごと実現 しな くても,現 実は信 じることのできた夢の方向へと実現

の歩みを進める」 と述べ,大 切なのは夢の現実吟味とアクションだとしている。このよう

に時間的展望や夢を持つことは,将 来にむけて行動を意味づけ,実 現の方向に進め,キ ャ

リアをマネジメン トするために重要である。

(4)キ ャ リア ・パ ー ス ペ ク テ ィブ と キ ャ リア の マ ネ ジ メ ン ト

も う一 つ,展 望 につ い て キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブ と い う概 念 が あ る。 金 井(2000)

は キ ャ リア ・パ ー ス ペ ク テ ィブ とは,「 自分 の 人 生 に お け る,職 業 人 生 を 中心 と した 生 き

方 の,実 現 可 能性 が 加 味 され た短 期 的 ・長 期 的 見 通 し」 と定 義 して い る。 そ して 「パ ー ス

ペ クテ ィ ブ とい う見通 しが 見 え て こな い と,そ の 世 代 で 越 さな くて は い けな い課 題 も あ る

が,次 の段 階 も見 通 して い か な い と上 手 くいか な い こ とが あ る」 と述 べ て い る。 日 々 に流

され や す い状 況 で 働 く成 人 前 期 の 社 員 が キ ャ リアを マ ネ ジ メ ン トす る こ とを 考 慮 す る と,

現 実 を直 視 した 「実現 可 能 性 が 加 味 され た 短 期 的 ・長 期 的 見 通 し」 で あ るキ ャ リア ・パ ー

ス ペ クテ ィ ブ とい う概 念 が キ ャ リアを マ ネ ジ メ ン トす る に あた り有 効 で あ る。
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で は キ ャ リア ・パ ー ス ペ ク テ ィ ブ を もつ た め に は ど う した ら よ い の か 。 桐 井 ・岡 田

(2011)は,25歳 か ら35歳 ま で の 成 人 前 期 の社 員 を 対 象 に,仕 事 の 取 り組 み が キ ャ リア ・

パ ー ス ペ クテ ィ ブ に与 え る影 響 過 程 につ いて 調 査 を 実 施 した 。 これ は仕 事 の 取 り組 み が ど

の よ うな 要 因 を 通 して キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブ に影 響 を 与 え るの か を 明 らか にす る こ

とで あ った。 そ の 結 果,キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブ は,考 え て 行 動 す る こ とや 前 に踏 み

出 す行 動 に よ る仕事 へ の 取 り組 み か ら,職 業 的 ア イデ ンテ ィテ ィや キ ャ リア環 境 へ の 適 応

性 を通 して影 響 を 受 け る。 また これ らが 仕 事 の 意 味 づ けを 媒 介 し,結 果 と して キ ャ リア ・

パ ー スペ ク テ ィブ に 影 響 す る こ とが わ か っ た(図3)。 特 に職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ は直

接 キ ャ リア ・パ ー ス ペ クテ ィ ブ に も影 響 を 与 え て い る こ とが 明 らか にな った 。 これ らか ら

仕 事 の取 り組 み か らキ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブ に繋 が る重 要 な 要 素 で あ る職 業 的 ア イ デ

ンテ ィテ ィ につ い て説 明 して い きた い。
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アイデンティティ

職業目的の
自己決定感

仕事の意味づけ

将来への連続感

キャリア・

パースペクティブ

キャリア・パー

スペクティブ

前に踏み出
す行動

職業能力の自覚

キャリア環境変化へ
の適応性

変化対応への
自信

環境変化への

関心

仕事遂行の有能感

役割満足感

一 β〉β,40以 上の正のパス

30〈 β>40の 正のパス

β<.30の 正のパス

図3キ ャリア ・パースペクテ ィブへの影響過程のパ スダイヤグ ラム

桐井 ・岡 田(2011)

「仕事 の取 り組みがキ ャ リア ・パースペ クテ ィブに及ぼす影響過程」

(5)職 業 的 ア イ デ ン テ ィテ ィ

職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ と は 「アイ デ ンテ ィテ ィの 一 つ と して の 職 業 的 な 生 き方 に関 す

る 自分 ら し さの 感 覚」 で あ り,ア イ デ ンテ ィテ ィの 中で 職 業 に焦 点 を あて た もの で あ る。

一 般 的 にア イ デ ンテ ィテ ィ は青 年 期 に達 成 され る と いわ れ て い る
。 しか し岡本(1994)の
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研 究 に よ る と 「私 とは 何 か 」 「自分 ら しい生 き方 と は何 か」 とい う ア イ デ ンテ ィテ ィ に対

す る問 い は,成 人 期 にお い て も,人 生 の 岐 路 に遭 遇 す る こ と に繰 り返 され,ア イ デ ン テ ィ

テ ィは ラセ ン式 に発達 して い くと して い る(図4)。 加 え て ア イ デ ンテ ィテ ィは成 人 し

たか らといって も安定 したとは言えず,安 定期 と転換期(危 機期)が 訪れると述べてい

る。またアイデ ンテ ィテ ィは,時 間的展望に密接な関係がある(白 井,2004,岡 本,

1994)。 鐘(1995)に よれば自己の存在の連続性が信頼されることによって,将 来に対す

るさまざまな展望を持つことが可能となる。さらに鮮明なアイデンティティを持ちえてい

ることは,選 択の可能性を遂行することを容易にし,方 向性を持った生活や行動をとるこ

とができやすいと述べている。 これらからアイデンティティは成人期にも発達 し,そ れに

伴 って将来に対する展望に影響を与えると考えられる。

先 に述べたように,レ ビンソンは30歳の過渡期の終わ りからの時期が次への発達期以降

に行う重要な選択 とな り,次 の発達期を築 く土台となるとしている。成人前期に仕事で

色 々な場面に遭遇 し,経 験することは,「 アイデンティティの一つとしての職業的な生き

方 に関する自分らしさの感覚」を明確 にさせる。そ して成人前期の経験は,今 後のどのよ
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うな仕 事 や業 務 を や って い きた い の か,ま た どの よ うな 仕 事 を して い る と 自分 が 活 き活 き

と仕 事 を して い け るの か,現 実 を 照 ら し合 わ せ た 実 現 可 能 性 を 加 味 した もの につ な が って

い くと考 え られ る。

職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ を考 え る こ と に あ た って は,シ ャイ ン(1978)の キ ャ リア ・ア

ンカ ー の研 究 が わ か りや す く紹 介 して お きた い。 シ ャイ ン(1978)は 職 業 にか か わ る 自 己

概 念 を 方 向付 け るア ン カ ー を キ ャ リア ・ア ンカ ー と して提 唱 した 。 個 人 は キ ャ リア の 初 期

か ら次 第 に 自己認 識 を 獲得 し,よ り明確 な 職 業 上 の 自己 の イ メー ジを 開 発 す る と述 べ て い

る。 この 自己 イ メー ジは3つ の 要 素 が あ り,こ れ らが 合 わ さ って キ ャ リア ・ア ン カ ーを 構

成 す る。 自己 イ メー ジの3つ の 要 素 と は,「 自覚 さ れ た才 能 と能 力 」 「自覚 され た 動 機 と欲

求 」 「自覚 され た態 度 と価 値 」 で あ る。 これ らの 要 素 は実 際 の 仕 事 を 通 して発 見 され る も

の で あ り,個 人 と仕 事 環 境 の 相 互 作 用 に よ り明 確 に な って い く と して い る。 桐 井 ・岡 田

(2011)の 研 究 で も仕 事 の取 り組 み に よ って職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィが 影 響 さ れ,さ ら に

キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブが影 響 され る と述 べ て い る こ とか ら も,仕 事 に取 り組 む 経 験

や 行 動 は,自 己 イ メー ジ を 開 発 し,職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィ と密 接 な 関係 を 持 つ の で あ

る。

3.仕 事 の取 り組 み と職業 的アイデ ンテ ィテ ィ

次 に職業的アイデンティティを明確 にしていくためには,仕 事を進めていく中でどのよ

うな行動が大切なのかを述べていきたい。ただ し,仕 事に取 り組む行動の捉え方は広い。

そのため経済産業省の 「社会人基礎力」を参考に,ど のように仕事に取 り組むことが職業

アイデンティティに繋がるのかについて,シ ャインの自己イメージの3つ の要素に関連づ

けながら考察する。

(1)社 会 人 基 礎 力

経 済産 業 省(2006)は 「社 会 人 基 礎 力」 と は職 場 や 地 域 社 会 の 中で 多 様 な 人 々 と と もに

仕 事 を 行 っ て い くうえ で 必 要 な基 礎 的 な 能 力 と定 義 して い る。 「社 会 人 基 礎 力 」 に は,一

歩 前 に踏 み 出 し,失 敗 して も粘 り強 く取 り組 む 「前 に踏 み 出す 力(ア ク シ ョン)」,物 事 を

改善 して い くた め に疑 問 を 持 ち,考 え 抜 く 「考 え 抜 く力(シ ンキ ン グ)」,多 様 な 人 と と も

に 目標 に む け て協 力 す る 「チ ー ム で 働 く力(チ ー ム ワー ク)」 とい う3つ の能 力 が あ る。

3つ の 能 力 に は そ れ ぞ れ,「 前 に踏 み 出す 力(ア ク シ ョ ン)」 に は,「 主 体 性 」,「働 きか け
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力」,「実行力」の3要 素,「 考え抜 く力(シ ンキング)」には 「課題発見力」,「計画力」,

「想像力」の3要 素,「 チームで働 く力(チ ームワーク)」には 「発信力」,「傾聴力」,「柔

軟性」,「状況把握力」,「規律性」,「ス トレスコン トロールカ」の6要 素で構成され,合 計

で12の 要素がある(表1)。 この 「社会人基礎力」は経済産業省が学校と産業界を結ぶ体系

的な能力概念 として発表したことで,学 生中心の教育活動のような印象を受ける。 しか し

大久保(2012)が,基 礎力自体は生涯にわたって高めるべき中核的で発展的な職業能力で

あると指摘 しているように,業 種や職種,年 齢によって遂行度合いは異なるものの,働 く

全ての社員 にとって業務を遂行するために求められ,仕 事の取 り組みにおいて発揮される

ものでもある。 また企業 における一般的な行動評価の指標として人事考課に使われている

項 目と共通する部分も多い。大久保は,30歳 から基礎力を積み上げ自己信頼などの職業的

態度の形成を進めた人が,ミ ドル期移行の充実 した仕事の時間がやって くると考えておい

たほうが良い,と 述べていることから,成 人前期の仕事の取 り組みの中で,ど う社会人基

礎力を育成、強化するかが重要である。

表1社 会人基礎力の能力要素

分 類 能力要素 内 容

前 に踏み出す力

(アクシ ョン)

主体性 物事 に進 んで取 り組 む力

働 指示を待つのではなく,自 らやるべきことを見つけて積極的に取り組む。

働きかけ力
他 人に働 きかけ巻 き込 む力

働 「やろうじゃないか」 と呼びかけ,目 的に向かって周囲の人々を動かしていく。

実行力
目的を設 定 し確実 に行動する力

働 いわれたことをやるだけでなく自ら目標を設定し,失 敗を恐れず行動に移し,粘 り強

く取 り組む。

考え抜 く力

(シンキング)

繍 現状 を分析 し目的や課題 を明らかにする力

働 目標にむかって,自 ら 「ここに問題があり,解 決が必要だ」 と提案する。

計画力
課 題の解決 にむけたプ ロセスを明 らかに して準備する力

例)課 題の解決にむけた複数のプロセスを明確にし,「その中で最善のものは何か」を検

討 し,そ れにむけた準備をする。

想像力 新 しい価値 を生 み出す力

働 自分のルールややり方に固執するのではなく,相 手の意見や立場を尊重し邸 奉する。

チー ム で働 く力

(チーム ワーク)

発信力
自分 の意 見をわか りやす く伝える力

例)自 分の意見をわかりやす く整理した上で,相 手に理解 してもらうように的確に伝え

る。

傾聴力
相手の意見を丁寧に聴 く力

働 相手の話やすい環境をつくり,適切なタイミングで質問するなど相手の意見を引き出

す。

柔軟性
意見の違いや立場の違いを理解する力

働 自分のルールややり方に固執するのではなく,相手の意見や立場を理解する。

状況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

働 チームで仕事をするとき,自分がどのようなf婚Uを果たすべきかを理解する。

規律性
社会のルールや人との約束を守る力

働 状況に応じて,社会のルールに則って自らの発言や行動を適切に律する。

ス トレスコ ン

トロールカ

ス トレスの発生源 に対応する力

働 ス トレスを感じることがあっても,成 長の機会だとポジティブに捉えて肩の力を抜い

て対応する。

経 済産業 省(2006)社 会人基礎力 に関す る研究会 一 「中間 と りまとめ」 一
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(2)個 人で伸ばしていく取 り組み

それでは具体的にどのような仕事への取 り組みが求められるのであろうか。「社会人基

礎力」の12の 要素を見てみると,個 人で伸ば していける能力と他者とのかかわ りがな くて

は伸ばしていけない能力の2つ があげられる。

一つ目の個人で伸ばしていける能力は,経 済産業省の3つ の能力からみると,主 に 「前

に踏み出す力(ア クション)」や 「考え抜 く力(シ ンキング)」が該当する。特にこの能力

をもとにした仕事への取り組みで重要なことは,仕 事に対 して自ら進んで行動することで

ある。経済産業省(2006)が 実施 した 「社会人基礎力に関する緊急調査」によると若手社

員は 「前 に踏み出す力」 において自信がないと答えてお り,企 業の求める人材像との間に

「主体性」や 「実行力」「課題発見力」 にギャップが見える。実際,昨 今入社 して くる社員

は受身で仕事を進めているといわれる。受身で仕事に取 り組んだ場合,仕 事から得る多 く

のことは比較的他責になりがちとなる。 しか し自ら積極的に考え行動 して仕事に取 り組ん

だ場合は,仕 事を通して自分の強みやその限界,興 味や価値が感 じ取 りやすい。

このように主体的に仕事 にかかわることは,シ ャインが自己イメージと述べていた3つ

の要素である 「自覚 された才能と能力」「自覚された動機 と欲求」「自覚 された態度 と価

値」を発見することに繋がると考えられる。

畑野(2010)は,個 人の領域の拡大 において,ど の領域において自らのアイデンティテ

ィを形成するかが,個 人の自己決定という主体性と強 く関連すると指摘 している。つまり

主体的に仕事 に関与 しようとする領域は自分の強みであり,な かなか主体的に関与できな

いことは,自 分の弱い領域のことが多い。主体的に仕事に取 り組むことは,職 業的アイデ

ンティティに影響を及ぼすのである。

加えて経済産業省の3つ の能力の 「考え抜 く力(シ ンキング)」の要素である,「課題発

見力」や 「想像力」 も同様 に職業的アイデンティティに影響を及ぼすと考えられる。考え

を深めてい くときに,ま た何かを判断 しようとするときの背景には,自 分が大切にしてい

ることが隠れていることが往々にしてあ り得る。そ してそれを自覚することは,先 に述べ

たようにシャインの自己イメージである3つ の要素が隠れていることを知る機会となる。

このように主体的に仕事 に取り組み,実 行に移 し,ま た自ら問題や課題を考えていくこと

が必要であろう。
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(3)他 者とのかかわ りで伸ばす取 り組み

二つ目の他者 とのかかわりがな くては伸ば していけない能力としては,経 済産業省の3

つの能力からみると,主 に 「チームで働 く力(チ ームワーク)」が該当する。そしてこの

能力をもとにした仕事への取り組みで重要なことは,自 らの考えを相手に伝え,相 手の意

見をしっかりと聴 くことである。杉村(2001)は,青 年期におけるアイデンティティの形

成は,自 己の視点に気づき,他 者の視点を内在化 しながら,そ こで生 じた自己と他者の視

点の間の食い違いを相互調節によって解決するプロセスだと指摘 している。これは青年期

のみならず成人 においても同様である。仕事は組織に所属する限 り一人で完結するものは

ほとんどな く,人 との関係性の上で進めている。他者が考えていることを聞き,ま た自分

の考えを他者 に話すことで自分自身の考えも整理でき,他 人との意見の違いも知ることが

できる。そしてこれらは自己を知ることに繋がる。結果,他 者とのかかわ りのなかで自己

の強みや価値など職業的アイデンティティを見出すことになる。このように主体的に実行

し,考 え,他 者の意見を聞 く,そ して必要に応 じて他者を仕事に巻き込むことが必要なの

である。

以上のように 「個」 と 「他者 とのかかわ り」はアイデンティティを明確にしていく。宗

田 ・岡本(2006)が 個としてのアイデンティティが達成 されていることが前提であるが,

「個」 と 「関係性」の両者が等 しく重みをもち,両 者が統合 された状態が成熟 した大人の

アイデンティティであると指摘するように,成 人前期での 「個の発達」や 「他者とのかか

わり」がアイデンティティの達成にも大きく影響するのである。

(4)職 業 的 ア イ デ ン テ ィテ ィを節 目 で振 り返 る重 要 性

これ らの こ とか ら,社 会 人 基 礎 力 を意 識 して 仕 事 に取 り組 む こ と は,必 然 的 に 「個 の 発

達 」 と 「他 者 との か か わ り」 に繋 が り,キ ャ リア ・ア ン カー の3つ の 自己 イ メー ジが 明 ら

か にな る こ とで,職 業 的 ア イ デ ンテ ィテ ィを 発 達 させ る。 しか しな が ら,日 常 の 仕 事 の 取

り組 み の 中 で,自 己 を 振 り返 る こ と はな か な か で きな い。 職 業 的 ア イデ ン テ ィ テ ィ は 日 々

意 識 され るわ けで は な く,必 要 に応 じて 振 り返 る こ とで 明 らか にな る。 金 井(2002)は,

大 きな 節 目,節 目で 振 り返 る こ とが 重 要 で あ る と して い る。 そ して 企 業 で は1年,ま た は

半 年 に必 ず業 務 評 価 が あ る と こ とを 指 摘 し,毎 回 の 目標 設 定 や 業 務 評 価 の 際 に は,自 分 は

そ の期 間 に何 を した の か,そ して 何 が で きた の か,ま た どの よ うな 仕 事 を 面 白 い と感 じた

の か,こ れ らを 振 り返 る こ とが 必 要 だ と述 べ て い る。 企 業 に よ って は毎 年 キ ャ リア開 発 シ

ー トな どを記 入 す る し くみ が 取 り入 れ られ て い るが
,キ ャ リア シー トの 記 述 や 面 談 の 実 施
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につ いて 「な ぜ この よ うな シー トを 毎 年 書 くの か」,ま た 「3年 後,5年 後 ど うな る のか

わ か ら な い の で書 け な い」,な ど と い う声 を 聞 く。 しか しキ ャ リア シ ー トを記 述 す る こ と

は,キ ャ リア の 目標 が は っ き り と して い な くて も,こ の1年 で 自分 は何 が で きた の か,ど

の よ うな 仕事 を 面 白い と感 じた の か を 振 り返 る こ とで,職 業 的 ア イデ ン テ ィ テ ィが 少 しず

つ 明確 にな り,結 果 と して キ ャ リア・パ ー スペ ク テ ィブ が高 あ る大 切 な 時 間 な の で あ る。

4.主 体 的に仕事 に取 り組 む こととキ ャ リアのマネ ジメ ン ト

以上述べてきたように,キ ャリアをマネジメン トしていくためには,職 業的アイデンテ

ィティによって高められるキャリア ・パースペクティブを持つことが重要である。そのた

めには,成 人前期に社会人基礎力にある能力を意識 しながら,主 体的に仕事に取 り組むこ

とが求められる。そして主体的に仕事 に取 り組み,周 囲との関係性を持って仕事を進める

ことで,職 業的アイデンティティを明確 にし,キ ャリア ・パースペクティブを高めるとい

うサイクルを回すことが必要である。

現在の成人後期の世代は,組 織に所属 していれば安心 して定年を迎えられ,ま たその後

も保障された環境が与えられることを前提として,組 織に自らのキャリアを委ねてきた。

しかし今,そ の世代が自分の将来に困惑 している。企業の若手と言われる社員が今の成人

後期の世代 と同様に困惑しないためには,成 人前期から主体的に仕事に取 り組むことを通

して,キ ャリア ・パースペクティブを持つことが必要である。そ して高橋(2000)が 従来

のキャリアづ くりは富士登 山型だったが,今 は富士山がいつ大噴火 しても不思議ではない

時代であり,こ れからは北アルプスのように当面目指す頂上に向かって行き,そ の頂上に

立 ったとき次の稜線や次の頂上が見えて くると述べているように,節 目でキャリア ・パー

スペクティブを確かめ,必 要に応 じて見直すことが重要である。キャリア ・パースペクテ

ィブをもつことは,こ れから迎える中年の危機や成人後期の危機や困惑を乗 り越えること

を助け,少 しでもこれらの危機を避けることを可能にする。

それだけではな く平均寿命が延びている現在,長 い人生を見据えてキャリアの考え方

も柔軟性を持つ必要がある。 ドラッカー(1999)は 知識労働者の労働寿命は50年 に及ぶ

が,企 業をはじめ組織の平均寿命は30年であ り,雇 われている組織よりも,結 果として長

生 きすると述べている。そ して逆境のとき,単 なる趣味を越えた第二の人生,パ ラレル ・

キャリアという篤志家としての仕事をもつことは,社 会において,リ ーダー的な役割を果

たし,敬 意を払われ,成 功の機会をもてることと指摘 している。著者はキャリアを考える
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上 で パ ラ レル ・キ ャ リア とい う概 念 も必 要 にな る時 期 に きて お り,キ ャ リア ・パ ー スペ ク

テ ィ ブを持 ち,節 目 にあ わ せ て キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブを 確 認 す る こ と は,組 織 を 離

れ た キ ャ リア を考 え る こ とへ の 助 け にな る と考 え る。

これ らを踏 まえ て,キ ャ リアを マ ネ ジ メ ン トす る こ と と は,主 体 的 に仕 事 に取 り組 み,

1年 に1回 くらい 自分 を 振 り返 り,職 業 的 アイ デ ンテ ィテ ィか ら見 え て くる キ ャ リア ・パ

ー ス ペ クテ ィ ブを確 認 し
,ま た キ ャ リア ・パ ー スペ クテ ィ ブ に向 けて 主 体 的 に仕 事 に取 り

組 む こ とで あ る。 特 に成 人 前 期 に お い て は ま ず 主 体 的 に 仕 事 に取 り組 む こ とが 重 要 で あ

る。

5.キ ャ リア教育 や若手社 員への支援

現在の大学などのキャリア教育ではさまざまなことが実施されている。将来にむけて学

生のときからキャリアを考える事 は非常に大切なことである。 しか し就職自体が非常に厳

しいために,大 学では就職することを目的としたキャリア教育にな りがちである。著者は

学生 と接する機会をもつたびに,彼 らが就職や就社を前提に,非 常に狭い視野で将来を考

えているように感じる。 もちろん就職のためにどのような仕事に興味をもっているのか,

好きなものは何かを考えることは,キ ャリアを考える上での重要なことではある。 しか し

興味や好 きだと思 うことばかりを追求する結果,就 職の道を狭あて しまう。実際に企業に

入 ってからも困難は待ち受けている。多 くの社員は思い描いていた仕事と現実の仕事のギ

ャップを大きく感じ,リ ア リティ ・ショックや組織に適応できないことに遭遇する。

そのため,や りたいことは何かを追求するのみではな く,大 きな方向性は見据えるも

のの,あ まり視野を狭めずに就職活動に望み,社 会にでることを奨める。学生か ら成人前

期 までは目指すべき連山を しっかりと歩んでいくその経過途中である。大学教育の中にお

いても,社 会 に入った後に職業的アイデンティティが明らかになっていくことを前提に,

キャリアを考えてい くことを伝えてい く必要がある。学生は主体性を持って学び,そ のな

かで自己の職業的アイデンティティを見つけていくことが重要だ。そ して成人前期におい

ては,主 体性を持って仕事 に取り組むことを通 し,職 業的アイデンティティを明 らかにし,

キャリア ・パースペクティブを持つことである。またキャリアをマネジメン トしていける

ように個人 も努力し,周 囲も支援 してい くことが重要であろう。
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